
2021年3月期第3四半期決算短信補足資料

2021年2月4日

株式会社日本動物高度医療センター（東証マザーズ：6039）



Copyright© JARMeC All Right Reserved.

2

2021年3月期第3四半期累計期間 決算概要

（百万円）

2020/3期 2021/3期

3Q累計
実績

通期
実績

3Q累計
実績

通期
計画進捗率 前年同期比 進捗率

売上高 2,048 74.9％ 2,734 2,131 +82 +4.0% 76.1% 2,800

営業利益 334 77.7% 430 295 ▲38 ▲11.6% 68.0% 435

経常利益 341 75.8％ 450 297 ▲44 ▲13.0% 66.8% 445

親会社株式に帰属する

四半期純利益 243 77.8% 312 204 ▲39 ▲16.1% 64.8% 315

1株当たり
四半期純利益

100.2円 － 128.7円 86.6円 ▲13.6円 ▲13.6% － 132.3円

初診件数 4,869件 75.2% 6,476件 5,199件 +330件 +6.8% 77.8% 6,680件

◼ 初診件数、手術件数の成長が続き、第3四半期累計期間における過去最高売上を更新。
◼ 一方で、拠点拡大・顧客サービス向上・社内体制整備に必要な人材確保に伴う人件費等、コストが

増加し、営業利益以下は減益。
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2019/3期

3Q累計

2020/3期
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2021/3期

3Q累計

初診件数（3Q累計） 初診件数（通期） 初診件数（3Q）伸び率

初診件数（紹介数）の推移

◼ 初診件数は前年同期比6.8%増の5,199件。第3四半期累計期間では過去最多件数を更新。
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総診療件数、手術件数の推移

総診療件数の推移 手術件数の推移

※総診療件数は初診と再診の合計数
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◼ 総診療件数、手術件数においても前年同期比プラス成長を維持。
◼ 総診療件数は20,346件、手術件数は1,612件となり、いずれも過去最多件数を更新。
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バランスシートの状況

（百万円） 2020/3期 2021/3期3Q 3月末比

流動資産 1,464 1,437 ▲27

現預金 1,249 1,176 ▲117

売掛金 144 154 ＋10

固定資産 4,464 4,384 ▲79

有形固定資産 4,282 4,177 ▲105

総資産 5,928 5,822 ▲106

負債 3,794 3,570 ▲223

有利子負債 3,404 3,208 ▲195

純資産（株主資本） 2,133 2,251 +117

自己株式 ▲13 ▲102 ▲88

負債純資産合計 5,928 5,822 ▲106

有利子負債依存度は
57.4%から55.1%に低下

自己資本比率は
36.0%から38.7%へ上昇

◼ 有利子負債が1億95百万円減少したこと等により、有利子負債依存度は55.1%に低下。
◼ 株主資本は、自己株式取得はあったものの117百万円増加し、自己資本比率は38.7%へ上昇。
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◼ 通期計画については、当初の業績予想からの変更はなし。
◼ 新型コロナウイルスによる足元の業績への影響は比較的軽微とみているが、引き続き感染拡大防

止に最優先に取り組み、慎重な業務の遂行を継続。

2021年3月期の見通し

(百万円) 2020/3期

2021/3期

３Q累計実績 通期計画
前期比

売上高 2,734 2,131 2,800 ＋65 ＋2.4％

営業利益 430 295 435 ＋4 ＋1.0％

経常利益 450 297 445 ▲5 ▲1.3%

親会社株主帰属

当期純利益 312 204 315 ＋2 ＋0.7%

初診件数 6,476件 5,199件 6,680件 ＋204 ＋3.2%
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（ご参考）四半期決算 業績推移
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◼ 2021/3期第3四半期は、前年同期比4.5%増の7億21百万円となり、四半期ベースで増収を
確保。

◼ 一方で、事業拡大を見据えた従業員の増加や、待遇改善に伴う人件費の増加により営業利益は
前年同期比減少。

2019/3期 2020/3期 2021/3期



Copyright© JARMeC All Right Reserved.

8

⇒ 足元の業績に与える影響は比較的軽微

新型コロナウイルスの影響と大阪病院について

➢ 2021年4月頃から感染拡大が徐々に収束に向かうことを前提として、早期の

着工を目指す。

◼ 動物病院は「社会生活を維持する上で必要な施設」に分類され、事業の継続を要請されている。
◼ 動物の二次診療サービスは急なニーズに応えるものが多い。

◼ 一方、世界的な感染拡大の長期化懸念に伴う経済活動の先行き不透明感は非常に強い。
⇒ 病院建設着工については慎重にならざるを得ない。

⇒ 大阪病院開業予定時期を2022年春に延期
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◼ 連携病院数は、開設届出数を上回る勢いで年々着実に増加。
◼ 2020年12月時点で全国3,902施設と連携し、連携病院数比率は32.2%を達成。

連携病院数の拡大
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*開設届出数は農林水産省（2019年12月末時点の小動物診療施設の軒数）
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＜見通しに関する注意事項＞

当資料に記載されている内容は、いくつかの前提に基づいたものであり、将来の
計画数値や施策の実現を確約したり保証したりするものではありません。

＜お問い合わせ先＞
株式会社日本動物高度医療センター

石川 隆行
044-850-1320

e-mail：takayuki.ishikawa@jarmec.jp


